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平成 29年度 第 3回かつしか社会福祉士会役員会 議事録 

 

日時：平成 29年 8月 17日（木）19：05～19：58 

場所：金町地区センター ４階会議室 

出席者：吉田、和賀井、金杉、中嶋、大淵、勅使河原、賀川、篠塚、新美（敬称略） 計 9名 

作成者：事務局 新美 

 

1. 今年度の成年後見推進会議参加者について（吉田会長） 

社協から参加者確認の手紙が来た。 

成年後見推進会議に誰が参加するか。 

金杉さんが手紙の内容を確認しメールする。 

 

2. 障害者施策推進計画策定委員会の報告について（吉田会長）  

区民公募委員として吉田さんが参加。 

重度障害者のためのグループホームの整備が課題になっている。 

また、療育園（医療的ケアに対応可）の現状の話が印象に残った。利用者が多いため全員が希

望通り利用する枠はなく、日程調整している状況。入浴で 1 日が終わる。どうするのかという

話になっている。 

議事録について、区に一般開示の許可が得られたら役員や会員にも情報提供したい。 

 

3. 重度知的障害者施設の新設について（吉田会長）  

環七と水戸街道が交差する付近（お寺の近く）に平成 30年 4月開設予定。 

通過型施設（中間施設）で、生活介護、就労継続支援Ｂ型、ショートステイ、計画相談を行う。 

入所期間は 3年～5年の設定。 

開設から上記期間が経過する前に、地域でどこかの法人に重度知的グループホームをつくって

もらい、退所後に行けるようにする想定となっている。 

しかし、グループホーム開設の話は全く具体化されておらず、入所者の家族としては、「入った

はいいがその先の受け入れ先はどうなるのか」との懸念を持ちそう。 

重度知的グループホームはニーズがあるが、やっている法人は少ない。運営には生活介護の十

分な経験者などが必須だが、職員確保の面で難しさがあるため。以前は軽度のグループホーム

しか認められていなかったが、数年前から重度も認められたという経緯がある。 

おそらく後が決まらなければ、経過措置で入所期間延長となるのではないか。 

 

4. ボランティアまつり・ウェルピアまつりについて（和賀井さん）  

・日程：平成 29年 11月 19 日（日） 

・第 1回実行委員会が 8/28（月）18：30～20：30にある。担当者の吉田さん、篠塚さん、勅

使河原さんは参加を。和賀井さんは実行委員長に推される予定。 
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・今年引き受ける係は警備のみ。 

・毎年参加して 10年表彰をめざしましょう。 

 

5. 9/21（木）定例会について（金杉さん）  

・テーマ「被災者支援の基礎 ～社会福祉士として出来ることを考えよう～」 

・講師：地域貢献活動サポートデスク（社協）・佐藤大地さん 

    佐藤さんは災害支援ＮＧＯの元職員で、社協に入ってからも災害支援で各地の応援に

行っている経験豊富な方。 

 ボランティアセンターの田浦課長と信太さんも来てくれる（3名体制） 

・講師料：1 万円を提示したら、信太さんより社協の規定や他団体との整合性もあるので後日

連絡しますとの返答だった。 

     →おそらく講師料は無料で引き受けるのではないか。1 万円は社協に寄付という形

がよいのでは。 

・内容：冒頭で佐藤さんより、「社会福祉士としてできそうなことは何か考えながら話を聞いて

ほしい」と呼びかけがある予定。話が終わってから、参加者にそれを答えてもらう形

で考えている。写真を交えながらの災害支援の現場報告、被災者支援の基本となる心

構え、災害ボランティア講座の案内など。 

・災害ボランティア講座（社協主催）：9/30（土）午後 ウィメンズパル 2階視聴覚室 

 定例会で呼びかけて会員にもこの講座を受けてもらい、いざという時に動ける会員を増やし

ていきたい。また、社協主催の災害ボランティアセンター立ち上げ訓練等への参加者も広げ

ていきたい。 

・災害支援部会としても、将来的に防災課との協定締結をめざしたい。弁護士会、司法書士会、

行政書士会、医師会、薬剤師会など他の士業組織はすでに防災協定を結んでいる。 

・機材準備：プロジェクター（新美が職場で借りて持参）、スクリーン（金杉さんが金町地区セ

ンターに貸し出し予約を入れる） 

 

6. バーベキューについて（勅使河原さん）  

・別紙、水元公園 BBQ大会企画書参照。 

・企画名「○○×社会福祉士」  

 サブタイトル 地域で埋もれていませんか その力 

・昨年も話があったように、目的を明確にした方がよいと考えている。 

 「潜在社会福祉士の発掘」「ネットワークづくり」 

・対象者：社会福祉士またその家族、社会福祉士と連携を取りたいみなさん 

 昨年の参加者は、大雨にもかかわらず 16 名だった。 

・場所：都立水元公園 バーベキュー場 

・日にち：平成 29年 10月 21日（土）か 28日（土）を予定 

 予約受付開始は 9/1（金）。篠塚さんが予約申し込みを担当してくれる。2区画。結果はメー
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リングリストで流す。 

・お手伝いしてくれる方を募集する。予約申し込みの結果がメーリングリストで流れたら、

Facebook にお手伝い募集の告知を掲載する（金杉さん）。会のホームページにも載せるが、

東京のホームページには今回は載せない。もっと盛大にできるようになったら考える。 

・参加費は昨年同様、一人 3000 円程度を予定。飲み物・食べ物の持ち込み大歓迎。 

・本当はテーマを決めて取り組みたかった。例えば、炊き出し訓練など。 

 水元公園は炭以外の火気厳禁、包丁の持ち込み不可などの制限があり、炊き出し訓練をする

には難しそう。今年は間に合わないので来年はやりたい。区の許可を取れば可能か、防災公

園（ベンチや遊具等がかまどやトイレになるつくり）はどうか。別紙・葛飾区内の防災拠点

一覧参照（会議を受け新美が添付）。 

 

7. 11月定例会「スピリチュアルケア」について（大淵さん）  

大淵さんが 10 月役員会に参加できないため、それに間に合うように村松さんと事前にやり取

りして、資料を準備する予定。 

 

8. メーリングリストの有効活用についての提案（中嶋さん）  

＜提案内容＞ 

・メーリングリストでのやり取りを増やすことで、例えば 8月の役員会はお休みにする（帰省

や旅行等のある季節に無理して集まらなくてもよいようにする）など、役員会開催を 2か月

に 1回必ずやらなくても済むようにしてはどうか。 

・定例会開催のノウハウが定着してきたので、全体で集まらなくても担当者が進めていけるよ

うになってきた。このことも提案理由の一つ。 

→賛成。情報共有や検討の場としてもっとメーリングリストを活用するようにする。 

・役員以外の会員向けメーリングリストも構築することを考える。登録希望者を募る形で。 

 具体的な作業・案内時期等については今後検討していく。 

 会員向けメーリングリストがあれば、例えばバーベキューでお手伝いしてくれる人を募集す

る際にも便利だと思われる。 

・災害支援部会でも部会員向けのメーリングリストの構築を考えたい。企画の案内や参加確認、

情報共有などに活用できる。 

 

 

次回役員会 平成 29年 10月 19日（木）19：00～  金町地区センター 会議室（予定） 


